
 小学校のイモのつるをたくさん頂いたので、子ど

もたちと遊んでみることにしました。芋ほりの園外

保育では、イモのつるが短い状態で（掘りやすくし

てくださっていたため）、長いつるを間近で見て「え

～！！なが～い」と感嘆の声を上げていました。あ

まりの長さに、大喜びで集まってきて、イモづる引

きがあちらこちらで始まりましたよ。 

 子どもたちがもってきたドングリを見て、「この

ドングリとこのドングリ形が違うな～」「めっちゃ

大きいドングリや」と嬉しそうにしていた子どもた

ち。ドングリと絵本の写真を見比べたり、ドングリ

比べをしたりして楽しそうでした。折り紙でドング

リを折った後、可愛い顔をかいて『どんぐりころこ

ろ』を歌って楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

イモのつるで遊んだよ 

 先日、冬野菜を植えました。夏野菜は、オクラや

ピーマンと馴染みのある野菜でしたが、今回は食べ

たり見たりしたことがあるブロッコリーとあまり

聞いたことのない水菜。「お鍋に入れたことある」

と教えてくれた子もいましたが、それでも分からな

い様子でした。野菜を育てている間に、「どんな味

かな？」「水菜、大きくなってきたかな？」など、

自分たちで植えた野菜に興味・関心がもてるように

できたらと思っています。買い物の時にでも、「こ

んな風に成長するよ」と教えていただけたら嬉しい

です。 

 春に一度行った鷺洲北公園にまた散歩に行ってきま

した。春に行った時よりも上手にかっこよく歩けるよう

になっていて驚きました。公園に着くと、葉っぱや枝、

木の実など一生懸命探している姿は可愛らしかったで

す。友達と「この枝、小さいな」「あそこに花あったで」

などと楽しく話しながら過ごしていました。秋の自然と

とふれあったり、遊具で遊んだり、追いかけごっこをし

たりと楽しんでいました。園に戻る時間になると、「もっ

と遊びたかった～」と残念がる子ども続出でした。 

また行けたらいいね。 

鷺洲北公園へ行ったよ 

 肌に感じられる風が涼しさから冷たさに変わり、少しずつ冬の訪れを感じる頃。元気いっぱいの子どもた

ちは寒さを気にすることなく「今日はいつ外で遊ぶの～？」「もう片付け？もっと外で遊びたい！」と園庭を

走り回って追いかけごっこをしたり、砂場で友達と大きな落とし穴づくりを楽しんだりする様子が見られま

す。室内遊びでは、製作をする子どもが多いばら組です。素材を使った遊びをしている時は、いきいきと

「これは船」「マイクつくってん」などと教えてくれます。また、ブロック遊びでは、何日もかけてつくった

基地を広げていったり、乗り物が変化していったりと、自分のアイデアや友達と一緒につくったものを大切

にし、楽しんで遊ぶ姿に子どもたちの成長を感じています。 

１１月 ばら組くらすだより 

冬野菜を植えました 

ドングリ大好き 


